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オオムギのアントシアニンノ青色に関与する
2遺伝子 の通鎖研究
林 二 郎 ･FJ71-橋 隆 乎 ･守 屋 勇
多くの花井頬の花弁の色調の変異や岩=Fの巣R='あるいは根水魚の着色はI十くから多くの
人々の 注目を引き,育種の対象 となってきた.そして 19301l:-ごろからは,柿物色糸の化
学とその遺伝 とをirt'びつけるための勢力がなされ,多くの知粗が集JrlJ=されるに至 った (石
倉,遠頗1977の総説をみよ).しかしイネ科の植物では, トウモロコシやイ十の場fTを除
き,柵物体の弟色a_)ノL化学過伝の研究はごく少ない.オオムギでは,地や相にみ られる!).I
也,紫色あるいは赤条とか,,粒の柳粉情の古･也が要椀や晶税の識別あるいは.i-出火のためu_)
特撒としてとりあげられ,またそれ らの遺伝様式の研究 も可なり行なわれている.しかし,
それらはいずれ も特定の凝官あるいは部位の新色の有無だけについての研究てあ り,着色
の迎伝機構全般についての糾轍的な研究は全 く/よいといってよい,
Aーl老らは以前から世界各地塵の多数のオオムギ品椀を迎隼｣拙i!して,植物体各部の着色
の有無,濃度などの調】イtを行なってきた.そして すでに 1950年にはその観察結果と,当
日如こおける遺伝,hJI究U)概要を･Hi告した (高橋,山本 1950).
こ tJ).rl･.の調_佃 .I,巣から概ね 次のことが 胴1酔亡き7J.(1)-A-*-!､イニトけ,Lアン トy/'
ニンによる嵐山は幼iu'l:物から成熟にやるあらけるILIJ)抑こ認･17)られるが.そ′hノか比･l如'L)J州IYli
にU,'cJ.められる部位u,葉先や腰鰍 亜耳や灘._f,Lu灘.あるいは腰鞘や外Lt'JI/A:どの人い脈
の｣_.部とか脈に沿った部分あるいは粒などで,いずれ も内部組織に菓紬,(壬を欠 くような郎
(.I/-である.(2)調脊■T.一都の /3,くは 仙物体の棚 tかの部分に赤色乃至 淡紅色u)宕也を/｣げ
が,どu)1勘LE.'の部分に も全 く発色し)Jtい,無色uj山･Wiもある.(3)さらに長安なこと札
有色のI■品射 た全 く例外なく助だ]'の鹿北や 基線や亡先の部分にi'i色が 認められることであ
る,(4)そして,その他の部分,qrJえは 楽｣羊や簡脈,柑あるいは節などにもIjJなり財閥
な着色を示す品種があ り,これらの部分の着色はたがいに札‖半って起こるようであるが,
全 く関連のないものもあ i),この点については,はっきr)したことはわからない.
1述V)軌容結果は,紬 上l'1Cl)盛先や巳先t/rl前出の有無がアン トシアニン形成のTJt.か,1･川l州
するV､)に適した姓射 l'JJu二放 (形質)であることをl.L'(,｣､する.それでこの観点から .せず葉
光0)部分にも全 く着色しない品機を遊び出し,それらの倒C/.1相互交雑oj結果から,無色LFl'
種には2劣性遺伝子の組(_Tせから成る三.っの:'h伝子型のあることを知った.本手旧l｣-ではこ
の二つu)アン トシアニソ新色に関与する追li:･f･の;日伝様式と娼鮒調和こLWする研究拙tJ王を
l机叔う.
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まず現存の大麦品唖の閲で薬先の着色に関する退伝子椛成について変異があるかどうか
を知る目的で,315先に 全 く着色を iJJ.-さない品魅の うち,とくに産地のタをなる13品種を遥
び,調査の材料 とした,第 1必 二は それらの産地 と相性が 示されている.これらの うち,
Lyalpur(H.E.3649)とコピソカタギとは交雑の FLが新色を示すことがわかったので,
この両品種を分析品範として他の 11品種 とのf]LJに交雑を行なった.
耶1袈 典 先 無 色 晶桃 の 産 地 と 相 性
順 名(系統附 )弓 産 地
九 頒16'Jを(J.7)
屋根妹1iiL(I.56)
神 力 ま (J.361)
コt='ソカタギ(J.369)
鎌 折 1-ぢ一(J.92)
LyaHpur (I.317)
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鵬 yJ.I.I,
I:キ /ー.′/
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特 性 IJ.JrlD敏名(系統qr弓)*E産 地 粕 惟
六条.裸性
/I / 油性 二 :' ∴ . ･ ∴
T.445 (T.149) "
E.152 (E.351) ェチオビア
E.173 (E.358) 〝
二条.Jk.脚と. -ih'801,･j(U･386) ソ :稚-
1と姫誹 'lti'8ll,J(U.686) 〝
六条,良性
六条.皮性
二条,皮.榊と
六条.裸性
〟 〟
二条,戊性
六条 〟
続いて Lyallpurxコピソカタギの 交雑の F2における若色の有無の分離を調べ た.同
時に,遺伝丁隅戒の淋なる無色uj3品種を片親 とし.連緋肺肝識遺伝子をふ くも,かつ,
葉丑に蛎逝Ti:Tl:巴を)Jさす4つの検定pL占穂をJl出Jjの親 として女親を/lTない,それらの雄雌U)
Fl.および F3における尭'klと'.I-･色と詔形質oり用 tu)状況を.3.日1-.した.これ らの.I"T,rWt名と_iti(i-
解析の対鬼 とした追信
子を第2表にノJ､す.
材料はすべて戸外秋
播 とし,集光の着色の
有無は冬期 1月～2月
のころ幼植物の数枚の
薬においてもっともは
っきりと識別できるの
で,この時湖を選んで
個体別に 2-3回 くり
かえし3'.3奄した.また
はは'同じ時期に薬粕の
着色の有無や毛茸の有
無について も.J'TJ裾した
JPJ2Ji ik経に川いた系統の含む排戚出伝千一空ilム
系 統 名 ･-
ir! 釦 m= (染色体希うj)
2 3 4 5 7
LyaHpur N u,e Uz (hs)* b r,S
コビンカjLギ n v.E uL.- hs b R,S
九リ116ぢ- n v,lil Uz (hs) b (R,S)
Mlnn,90-5 N V Uz (hs) B r.S
T. 179 N v UZ (hs) b r,S
.T.は 148J,;･ N u uz Hs b (R,S)
煉 9-L:; rト N v,ll Uz (Hs) b (a,S)
*:( )lJlの過し~(-は.qlr_せず
なぶL日蝕跡 二はL･'ko)五･也の有無 も朋べ,そのi,1.紫が幼t'rl-J)鹿先
菊色の切 lTとよく-3J(-)-ることを認めたか,そtl).ie,l如亡J_こては'llMlした.そ0_)他V))rjTi
についてはたいてい成熟メ抑こ.軌1FJkr･行なった.
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実 験 結 果
1. 無色晶種間交雑における有色型の分離
さきにも述 べ た ように,尭先に全く-着色を示 さな い二つの uLBi, コヒt/カタギと
Lyallpur(-H.E.3649)との F,雅種が 頻発やだ先にもIjJ]般な 7ソ トシアニンによると
雛3=Ji無色品鶴-JビンカJ*'とLyalpurとの
交雑のF2における薬先有色および撫色
個体の91'7の分離
年次 有色 如色 計 X･2 P
l956 228 176 404 0.006 0.95-090
1957 353 240 593 2.579 0.2OIJ.lU
Jrl-Lしわれる紅色を発現することを見出し
た,それゆえ,この仙品範の問の交雑
のF2個体 を 2水牛･にわたり栽培し,
集光の有色と無色の個体の分離の状況
を調査した.
第3蓑に示したその結果によると,
両年とも有色型 と無色塾は 9ニ7の分
雌をすることが認められた,このこと
は菓先着色が二つの,おそらく-[=がいに独立の腹性迫伝子の補足作用によって発現するこ
とを小Lている.いま,この両地広子を D.W.Roberstonの指定に従い,CltとCll2と
仮定するとコビンカタギは第1の追(Li･子 (cll).LyallpLIrは第 2のj出伍子 (clt2) が劣仕 で
あるため,ともに7ソトシ7ニン形成が起こらないものと説明できる,しかしこの論文て
はこの両遺伝子対を,倣坪のために,CICl(Cltclt),C2C2(Clt2Clt2)と略記することとす
る.したがってコビンカタギの迫転子型は ctC2.Lyallpurのそれは C1C2と讃,Jqされる.
つぎに,このl･!浦 和を重光着色に対する過仁子塑検定のための品種として,産地の児な
る柴先無色の11L.lh健と交親し,それらの Fl雅趣の着色の有無を湘祝した.その結果は第
4蓑U)とおl)である.
親 ､1,Jヾ tlLl非各地 G.Iの｣lのIlL=先他出Il/'組に.2仙紬Jj1ぎJ;h快走.I.J繊｣ヒンノJJ4-
および Lyalpurを交雑して紺たFl雅純の力巴の有鯉 (Oと×)
Lyall,｡轟 定胞伝川
? ? ?
?
? ?
? ?
? ?
?
? ?
?
?
この試験交雑の糸Pi'粟によると,これらの11.hl.縄は,表型的には華北無色であるが,着色
辿伝=I･0)鰍 心こついて'うつの型に分たれろ.節 1ほ 雛 ,1衣の左伸 こ示された jL')ご16LJ-,
鎌折1号,神-J｣,I;およびht根株1号のu本の秩kL4'il.1櫛と トルコ座の)kl13JL.7灘,T･105,
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では栗色し,Lyallpurとの女雅では無色であった.それゆえこれらは CLC2の遺伝子構成
を持つものといえる.つぎに エチオピア産の 2系統,E.152と E.173はコピソカタギと
同株に,Lyallpurとの交雑の FLが 着色し,コビ'/カタ牛と交離 した ときは 眉色個体を
生じない.これらは cIC2の)日伝子構成をもつものといえる.第3抑えitJi;'80号および 81号
の2.■品柿で,両険定品鹿との交雑の Flhli物に いずれも東光の着色が見られず,したがっ
てその遺伝子型は両劣性の cIC2であるといえる.
2.葉先潜色退伝子の連鎖関係
尭先着色に関与する2対の巡伝子 C▲clと C2C2の座娘染色体とその位虹を明らかに十る
ため,般初に第 3蓑にかかけた コビンカタギ ×Lyaupurの F2離掛 こふける若色の有無
と皮裸 (Nn),粂性 (Vu),護薪の長炉 (Ee),並渦性 (Uzuz)および己の粗滑(Rr)との相
二/T'作用を調へた.その結果,薬先着色追伝子は Nn(第 1#iL色休),Uzu_,(第3染色体),
Rr(舞7染色体)とは独立であったが,雛2旗色体上の遺伝子 VUと Eeとは確実に適y'I.
していることが認められた.しかし この交雑では,Vvなどと連鎖している着色遺伝子が
CLとC2の†‖Jれであるかは決定でき-ない,何となれば,F2の有色佃休 (CIC2) と無色個
休(CICe+cIC2+cIC2)のLr川.[制 作はといこいtLl親から招こう日伝子を合むからである.それゆ
え,その調4.紙製はここには凄小しなかつた.
さて,このような難点を克服し,Clおよび C2との迎鋭朗旅を 別 々に 調べ るため,汰
に述べる二つの方法を用 いた.第 1は,上 と同じ交雑,コビンカタギ×Lyalpur.の Fl
(C.cIC2C2) に コビンカタギ (cLC2) と九 尖` 16号 (CIC2) とをそれぞれ交縦するプ了法であ
ち.いまコヒ'/カタギを)ノこし交郊LたものfiIB-1,九歳16号を交刺した ものを 8-2とか
くと,I3-1においてtl了色型と無色型J)分柳に榊 J-A-I-ち)出伝-I-ほ CIC.てあ-,て,C2C2juJ_:
了はこJJLと無IiEl日系である.同様にしてか 2て11C2C2の}+がLfj色および無色型〝)分掛 二I-J
a′土5長 コビ/ノノメ1-rxLyとllpurのユT.L-ALン)ノJギJirJJjiL安雄した似合 (13-i)
と,Lyaupurと川週の無tl lL.,■.抑丸袈1613-を'i=即した掛合(B-2)),にJiけ,-i
県北の l^tiClの1J●軒と2-3の軌故過はFとの開床
lJt l !?.I L
二i二祁1TTr-',i- ⅩⅩ
B-1 N Pl
r, t':.
/ U～-u=
li-コ JVn
〝 し′V
*CでC2とVvとU)i'l換価
Ⅹ x
36 37
31 .I:
40 33
33 27
5 こ;5
:17.46,形/
?
? ?? ?? ? ??
?
㌻? ???
? ?
? ??
?
? ? ? ?? ?
? ?
‥
? ?? ? ?
? ? ? ? ?? ? ?? ? ?
lL)G O.130
126 53.:370*
節5掛 こ!･tこrj)2帥13iV)JJlL牡柾にもlける丑北]_'Tp色の有無と/kH拙 (Nn),糸仕(Vu)お
よび並軸性 (UZuZ)とU,)/i_71工作川の鮎架がLホされている.これによると,Gl-1において
CLC.は Nn,UzuZのZJi:らず,弟2染Ei(本l:V)VL,上も全 く独立で あることが)っかる.
-)]13-2に†O-いて新色V)fJL無にじtflj･1-もC2L:追1'JrJ もJ" ∧玩 y_は独iL-r:あるれ Vuと｣に
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据接な連鎖舗係があることが 認められ,その航換価は 17.46%と計算された.
第2の方法は若干の際汲過伝子をふくむ有色の品種 (CIC2) に2唖煩の無色のl･LT-種をそ
れぞれ 2回交雑する方法である.第 6表には/FJ'色品偉,Minn.90-5にコピソカタギ(cIC2)
および丸襲 16号(CIC2) をかけたものをそれぞれ B-3および B-4とし,それらの反し雑
港における菜先の色の有無とNn(第1染≡色体),Vu(第2淡色体),Uzuz(第 3染色体),
Bb(第5染色体)との朗係が示されている.ここにB-3で有色と無色の分離に関与するの
は CLCl迫伝子であり,B-4では C2C2遺伝子である. この結果によると,B-3で,菓先
着色Oj有無 (C▲C.)は Vuをふくむ4追転子対とは独立であることが 認められた.一方,
B-4で,着色の有無 (C2C2) はNnおよび Bbとは独立であるが.第2染色体上の粂性池
伝子 VL,とは密接に遠鉄L,その餌換価は12.71%と計算された.
節6寅 有色品掛こMinn.9015(CLC2)に.それぞれコビンカタギ(C.C2)(B13)お
1び丸薬16号(C.C2)(13-4)を21可戻し交雑した似合の薬先xl'･色の有無と
2-3の軌減退r=7Tl･とのr判繰
友邦轟1-J Xx
????
‥ ? ??
…?
? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ? ? ? ?……
有 色
Ⅹ Ⅹ
N7 45 52
Vu 50
/ Uzu～7 51
/ Bb 49
B-1 Nn 68
〝 l/〃 116
I/ Bb 76
??????
*C2C･ZとVvとの削換仙 :12.71%
?? ?? ? ?? ? ?? ? ? ? ?? ? ?? ? ?
x2L, P
0.000 粗 大
0.170 0,7～0.5
0.300 0.7へー0.5
0.460 0.5/､0.3
0.210 0.7′)0.5
31.250ギ 鳩 小
4.3LIO 0.05へー0.02
仁の 2歳琵領土,最初の,無色品種相互女親のArlil異から誰先の着色の有僻がCIClとC2C2の
2追fii･了対の支配をうける上の推測をたしかめることを主目的とL,併せて他の既識退伝
子との関係を知るために行なったものである.そのW_iJ架,その推測の妥当性が認められ,
かつ,C2迫伝子が第 2難色体 卜二にあることを知った.
さて,上の第2の方法が辿鎖研究に有効であれは,軍3の普通の F2雑種分離法,すな
わち,C1C2×cIC2および C.C2×CIC2の F2雄健を用いてもとうぜん来光着色の宥鯉との
連鎖関係を調脊することは可能である,そして前者の交雑では,色の有無に C.cl,後者で
は C2C2が関与し,その分離比はともに有色3･無色1となることが予期される.
(葡色土臥 CIC2) にそれ･tlれ無色の-Jヒンカ.91･(cLC2) と九突16号 (CIC2) を交雑して祖
た,F2雑蹟世代における錐先着色の有無と5つO-)嵐誠迫転子,Nn(1),Vv(2).Uzuz(3),
Bb(5)および Rr(7),との州生雅性分蛙の状tM 'L/六されている.その結果によると,両交
雑とも,有色型と無色型の数は3:1分轍の那S敬によく適合した.そして,珊1の女難の
F2分離の紡架から､着色退伝子の一つ C.cLは Nn(1),Vu(2).Uzuz(3)および頴の,17.I,
lJIの Bb遺伝子(5)とはいずれも独立分抑L,一方亡O-)判州 に対する遺伝T Rrとu)‖iJ
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第7話…d打巴,Iム桃 Minn.9015(CICe)と無色晶組コビ/カ.'Lギ(cLC2)rJ'よびjL実16弓･(CIC2)
との雑幼 F之にiatける典先色の有無と標識迫伝子とのlX]孫
文 雄 X.i( .I X2J. P 組換価
?
?
? ?
??
?
?
?
?
? ? ?
? ? ? ?
? ?
?
? ?
?
?
? ?
?
?? ?
? ?
?????
?
?
? ??
?
? ?
? ?
?? ? ??? ?? ? ??? ?? ? ?? ?? ?
?? ???
? ? ??
?
?? ??
?
?
?
?? ?ー
??? ??? ?
? ?
?
??
?
?
?
?
?
?
1.171 0.7･､0.5
0.LI54 0.7～0,5
1.058 0.5～0.3
0.235 0.7～0,5
46.531 極 小 0.1647
0.001 掩 大
223.068 椀 小 0.1379
0.628 0.5～0.3
Li.787 0.05～0.02
には牌接な辿跡かあることが認められ,16.47%ol)糾換仙女fリた.したかって CICl遺伝了
はa'r7淡色体上にあること/が･わかった.な_1Tl.,こu)交雅V)liかに,盛'h:行色山椛 . !1､㌔よ 148
号および無典耳をノ十.悦として, 二Jピソカ:I;r-'とu)女経を･/rrない,その F空におけるC,clと
糞蹄の毛の有無 1=Zshs(4)および L,il(2)とJll父雁 をしらべ た.そV)鉱架 C.clは両雌誠
迫伝子と独立であることが認められた (結果は捌塔).
つぎに,第 2の交雑の F2雑槙分離の状況から,別の1j色退fi王子 C2C2は Nn(1),Bb(5)
および上述の Rr(7)とは いずれ も祉立退(i;をするが, 第 2染出体 上の負性)日伝T Vv
とは止ま胡して いることが .伽T)られた.得られたIt･)''ui･1･C2C2-VvI'110)削換佃は13.79
%で, この値は第 1おLEび 第2の圧 し安雄LlPJ炎で日/J J'ilJ出li王子nlJv)崩し換価と;Ll似してい
る.
最後に,上の類焼で Cl迫信子が 第 7染CL休上にあることを知ったU)で,第7染色体 卜
におけるCl氾伝子と他の捺占恥日伝子とのLg係位Fjr.をきめるため,無巴晶q･コピソカ_/jギ
(cLC2) の示す 粗巴 (R)および 艮-E政利 (S)に対応 した折7染色休上の迫広子 r(附-L')
とS(短毛庶刺)をT,l･つ集光有色Jl山原T.179(C1C2)との肌に新たに交難を行なった.そ
して,まず その F2世代における着色のて白如上との粧仇 および吐刑｣竜/IIJ'.毛型の分離状況
からCLClとRrとSsの3遺伝子問の糾換仙,SI求めた.そしてさら■こ信傾性の高い孤換他を
得るために.それらのF2胴体のほとんど全部から個体別採健を行ない,次の季恥 こF3系
統/i,育て,特性調丑の結果それそれのjLi伝千)RJ_を決定 した.このようにして,CIClとRr;
C.clとSsおよび RrとSsの'6対別に,F2とF｡試奴のもFt.展に兆づきF2の3種の表現
盟,すなわち,両(･i性 (AB)と2威lBの榊 良性 (AbとaB)型d)それぞれに含まれる便々
の迫伝子製の数から,=}つの糾換伽を計罪することがてきた. それで.F2を加えた4ぞf
料軌から門た糾換価にそれぞh･flIJ,Lづけti,f=irL･1た上で･lJ:均の糾換価を計算した.それ ら
の結果はatM E･に要約 Lて′)こされてい,i. こ･7,鼻.I-牡tL=よると,後.二,715'1卜祁二もン｣-け 1う
に,C.遺伝イ･は桝-Ll遣LiT rに近 く.),.it蛇刺,.uL三ILJIsとik対llLjにあることはUJちかで
ある.
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第8玉 来先無色の迫伝子の一つC.と･YIL7淡色は上の r(附だ)およびS(短毛底刺)と
の連鎖関係.コピソノ)/j=t-:(cLC2)×T.179(CIC2) の F2とFa試験の結果
地軸 伝子対 鮒 ,!真 淵 仰 ぎ…巌 吾詔 芝草壷の数* 計 組野 等霜 盗品tT%+i
CICl～Rr
CICl～Ss
Rr～Ss
F2
F3Cl,R
F3Cl,r
FaCl,R
F2
Fact.S
F3CI,S
F3Cl.S
?? ?? ?? ?? ?? ??
F2 C
F3R,S C
F3R,s C
Far,S C
117:143: 3 519 22.40
21: 23:107 154 18.31
12 66 10.00
18 83 12.16
????? ? ??????? ??? ??????????????
?????????????????
31.48
32.24
35.56
38.18
519 20.62
208 28.43
29 29.41
27 13.79
16.19土1.5946
33.55土2.3048
22.33土1.7196
串F2-AB:Ab:aB:ab. Fa(AB)-AABB:AlLBB:AABb:AaBb
F3(Ab)-AAbb:Aabb, F3(aB)-aaBB:aaBb
考 察
オオムギの植物体各部分のアントシアニンによる紫や赤の着色に関する遺伝研究は1907
年Bifenにより始められ,わが国でも1922年 の三宅,今井による報告がある.その後 60
年の問に F.L･千の研究者によL)さらに 研究が 進められてきた. とくに Buckley(1930)千
Woodward一派の研究は かなL)広汎なものてある.しかし,それらの研究は何れも災な
った材料を用い,違った器官における着色を取扱い,また同じ器′白で も色の濃さの違 うも
のを研究の対象としているも¢)が多い,そしてそれぞれが,独自の追転子記号を付与し,
他の研究者の結束との矧 司についてとくに,97.J韮研究は行なっていない.中には,特殊の交
紳こおける分離比の説明に当り,他の鮒巣とのオ盾をさけるために特殊の遺伝様式を仮定
したと考えられるものも他かながら見出される.したがって,従来発表 された誼結果はか
なり錯雑している.Robertsonら(1941,およびその後の総説)はそれらの結果を比較考
皿して,遺伝子記号の統-･をはかっている.木Ai験結果をふくめ,これらの諸結果をとり
まとめて表示したのが第 9表である.
この裏においてわれわれは二つのglは な妨巽を指摘することができる.一つは,植物体
のqi々 の部位のア./トシアニソ着色,が,二つの招性迫仁子の郁)i作用により発現されること
である.他は着色に関係する泊k子の一つは第 2.Tjt巴日工.tの池lii子 (ここでは主として粂
性迫伝子 uとの的係をあげた)と連鎖 して いることである.すなわち,Buckley(1930)
は若干の交雑て果皮の赤色が独立の2ト'i惟迫伝子 Rと 0の支配をうけ,その一つの氾広
子 R(Re2と政変)は Vと16.86%の削換価で逃跡していることを示した.なお,その補
,LEj日伝子 0(Re)は第7敗色体 ヒの矩t底止･ljの退広子 Sと34.65%で連鎖していると述べ
ている.も ,ーとも, この刷',9;,:茸如.i.-つには取扱い洲体教の少ノ亡いこともあって,独立分
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豚自′と色 l 研 究 者 1迫転子記1-lt L改変記 弓 色付 組 換 価
秤 紫
梨皮 紫
赤
BiFfen'07 1)
三宅 ･今井 '22
Buckley'30
Woodward.
Thleret'53
Woodward'57
? ?
? ?
?
? ?? ?
? ↑?
? ?
? ?
? ? ?
??
〕
?? ? ? ? ? ???
?
Myler,Sta nford 'LJ2/⊃
Buck ley '30 lR.] -
緋脈 赤鬼 IBuckleyl30
?
??
?
??
?
?
発耳 赤粂
? ? ?
? ?
?
?
?ー ? ? ??
?
???
?
? ? ?
?
Huber'29
ー ? ? ??
?
?? ? ?
? ?
?? ?
? ??
? ?? ?
? ? ?
? ?? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
? ?
?
?
? ?
? ?
? ? ?
??
?
?? ㍗? ?
?
?
?
??? ?
･Bsney,woo｡､ard1pau
2 Vと辿緋 1347
Vと19.38% J693
vt13,2% 3039
(4-18%)
βと23.0%
31,0%
Vと14.0%
βと45.1%
(触.)立)
と13.19%
と19.38%
t34.65%
(触-_1■/_?)
?????
〃と22.2%
作と145%
むと 9.0%
VとLO.i,Oi
vと 8.4%
U とL5.1クo'
I)とは-1%
?????っ ?? ??
? ?
? ?
舶
?? ?? ? ㌫ー ?
??
? ?
? ?
? ? ? ??? ??? ? ?
? ?? ? ?
芸e2皇‡elgZ,I
Pr と259%11743
L､吋.'
I(A.T-)
Ll)i
:うGlJLじC)
二3日.i
Z96
･Ll.1
.17LJ
*D.W.Robertsonetal.]94】,]Tl55によ/i,
雛としての理論値にも適合する(X2-2.26).Woodward と Thiere[(1953)は樺の集が
やはt)2優牡迫伝予P(Re2と政変)とC(Re上政変)の支配をうけ,Re之は条性迫広子
Vと13,2% (4-18%)の糾挽lrlIで適甜していることをIi.rJ',した.- ノ]Re過伝IJ-'･は黒
色穎遺伝子 B(第 5染色体)と14-31%のiLl換価で油誹していることを報'iI-したが,後t')
報告 (Woodward1957)てほ こILを持運3t-る結果を子'.1た. さらに Mylerと Stanford
(1942)は果皮の紫[,i,支配するP i出fiILJ'-(Re=とFH｣じと一九られる)と魚住追伝子との問の
組換(nTLが 13.19%と計許されることを拙告している.
穂以外の植物体部分における着色を一之札1-るj上山 了･の辿,izL'研究も)I.'･干榔 ●.･されている.
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り,,PJ-1染色体 卜の操作潰伝了･nと14.5,'JT,I,弓■;色糊粉軒の:.聖に三下･の-つ Bl.と9.1%で遵
竹していることJl/J^た.))lTlっ丸 い1'}LrVJ仏全日l/J潤 w.u･.Ji,■.-ド/乙.I.■純 ｢大公何-1Laとの大雅
で,この着色遺伝子がやは ()第 1染色体上の健の疎据(Ll)や皮裸 (Nn)と逓釦 している
ことを示す結果を門ている(林ら未発表).しかし,Robertson(1933)とWoodward(1947)
はともに帯や 梓など(straw)の砦の苅色+i-/卜ずるPr.i抽 ':71が祭性遺伝子 Uとそれぞれ
9.0%および 10,1%のW.付目こあること?.TlFR告している,
脚下にあらわれる紫灸の)'払k･iこついて,Huber(1929)は必色)日伝子 Pとその誠'1度を支
配する R追伝子を仮定 して瀧明している.DoneyとWoodward(1963)はこれを支配す
る辿信子むPauと名/対ナ, この滝しこJII.tuと28.0%,Pr(straw紫)25.9%,Re｡(樺の
珊)と15.5%で.そjlぞjtl.h'鎖してい1:'ことを持i;∫;･Lている.
;I.吊巧ら (1952)ト,I:び Takahaslielnl.(1972)Lln幼 IL'し物).掴～P)葉柵J-).iY.'巴に杵j-,7'J追
伝J'-が条件泊伝了 uとそh･X-I)L8.4%･卜,.よひ 15.1%て 追跡 していることを広汎な F2と
F3.:^郎;の結果か ら確かめた, この基靴若色のjむ広子:よ上述の Prとほほ 同じ換位を占め,
おそらくその複対立迫伝子と礼なされ るところから.F'.]じPrとい う記号が 与えられた.
さて,われわれは木'7f験で腰jL-の茄巴には二つの,7lr.いに独立の優性退伝子 ClとC2が
関 与し,その(,･Jjtか-ノノL,,もろいは双方のI朝の'!,iJLI雄 三-T･の7(-･-(L,て非_'肘 よい )7)ん的物体
のどの部分にも71/トシ7'ニソに.】･/.'前出か現JJれf亡いことIi,棉-;75､めた. モた,稚々d)東
経実験の結果か ら,C2C三伯k･1-凧 よ/i:1g:.JILL仁子 1/LJと13.43%の組換価で連銀 しているこ
とを明らかにした.
ところで言 .I;橋ら(1952)lr'よびTakahaslietal.(1972)が繋鞠若色冶伝子 Prの逝伝
と連鎖の研究のため,交雑の片親 として用いた腰斡無色 (♪r)の晶稀はそれぞれ Lyallpur
(CIC.C2C2)および 岡育313-であった.後者はコピソカ 'Lギとの雑種の F.が筆先に若色を
小 したところから,や!上りC.CIC三C1の:'1'if云子鰍 )k:を持つことが 明らかである それで薬
抑着色晶柾 PrPrと波先無色の ,'".椎 C.CLC_,C!との交雑の F2で 薬鞘の着色の有無が 3二1
の分離を'7,.したところからみて,PrPrとC空CEとはWtdlあるいは 少な くとLJ艶対立する
退広子であると考えることができる.
イネの71/トシ7ニソ新色については. 良FEおよび 高橋(i,'l.I;)の一連の総合的研究によ
って,.J/k本遺伝了 C(クロモーゲソ)とA(アク7ー-ベ一々-)のjt存が発色に必要であ F),
これらの稗にある3,くの相対立退信子や別 叫 鎚に7･rJh-にある分布うな伝千g_)掩々の机 領 土か
ら異なる柄物休oJ)部位に. 拙 策様 々の新色の 現われることが R))ら/7.に された (長尾ら
1951,1956,.':IJ琉(舵)1957,1963).オサム11'では rに述べたように,第 2Ei･色体上に仔の
砦 (P),果皮の紫または赤 (Re℡),薬耳の赤色(Palt),符や什oj紫 (Pr)などの泊仁 rが
伴来し,二71ほか狩の柴を支配する R.V追伝子が耶 1敬色仏 卜.にあることが報告されてい
7J.これ らの追LJ･がそれ ぞれリ･t;rL･るl寸叩 /i/i LIIめているかどうか,.上た -Li･れぞれ別vl)('i〕.:
;'uL1-j一-I_-,あるれ いわ:),る分/fJ-1J払L:･1てあるかどうかを,川)ちかに-)-るため,Jらにイ∴ r
おけるとI･.HRな,紘(ナ的な研究を行なう必要がLある. この場合,本研究でI.別ちかに Lされた
Jt全無Clの晶櫛である Lyallpurや ノL`):r16I,'(CICLC2C2)とコビンカJL=T-I(C.C.C2C2)は
その横堤用ふ.1唖として有川であろう.
JIi線にこり13駅て娘先新色退k子の一つ Clが箭7染色体 1二にあ r),肝と(r)および矩
t比糾(S)とが S-r-Cl の順序に 同列 さ′hていること71/示 した. とこ7)で,TakatlaShi
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(辛TakahashiandYasuda,1956)
andYasuda(1956)は剤有性追ti二子の一つSh巳とrとSの3ユ日伝f･がや古土T)こV川舟 に配
列されていることを報告している,それでこの二つの結果を一緒にして4追伝子の第7染
色体上における配列を図示すると第 1岡の如くになる.い寸のところClとSh2のrに対
する相対位配については別の突放によって明らかにする必要があるが,両逝伝子がごく近
くに座位することは疑いない.そしてこの帝')三は,東7ジア地域に広く分布する篠播_IPA
オオムギに多く1果有される辞描性追伝子Sh2の所在を際′Jけ るため この東先若色退広子
CIClが,交雑によっては,有効に利用できること射 旨摘しておきたい.
摘 要
オオムギでは柚物体のどこかの推す,部榊 こ7ソトシアニンによる着色がみられると
き,必ず幼尚の発光に着色が現われることから.これはアントシアニン形成の茄本的特徴
と考えられる.それゆえ,来光若色の有無の退lL=様式をしらべ,それに関与する迫転子の
連鎖関係を明らかにする目的で木実駅を行なった.刷 叶として,世界各地の品称巾から葉
先にも他のどの部分にも全く,tyi'色を示さない13暮'.7.範を,選び,それらの相7iL一問交雑および適
当な染色体標識追JLf子をふくむ若干の有色品砧との間の交雅を行ない,それらの Fl.F之.
F3あるいは)戻し碓柾を用いた,その実験結果は次のように要約される.
1･ 薬先の着色の有無こ対してほ C.clおよび C2C2の2対の退伝子が関与する.この辺
伝子はCltcltおよび Clt2Clt2と名づけられたもo)である.
2･薬先有色のpTJ楓 土すべてcLとC2の両優船出広子を共有する.他九 非先無色のLl.7.
祁中には C▲CIC2C2,CICIC2C2 および C.C.C2C･lの3種O-)異なる泊広子搬成を持つものがあ
る,
3･ Cl遺伝子は第 7染色体上にあり,iT,L亡うな伝子 rおよびJLT,･.毛庶grJ退転子 Sと連鎖を
示し,S-r-Clの順序に配列されている (第 11g),
4･ C2迎伝子は第 2染色体上に座乗し,条件退仁子 Vと13.4%の糾換価で述i鎖してお
り,これは英断iYj色のPr退fif子とfil対立するものと考えられ/こ.
51 従来のオオム1-E輪物体各部分の若色に朗する氾伝研究結果のと+)まとめを行ない,
これらの総合的研究に関して発光若色退伝子を利用することの有用性について若干の考察
を行なった.
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